
研究種別

研究課題名

研究期間

評価点

1 研究目標の達成度 3.2

[評価所見]

○概ね計画どおり進捗し、有効な成果が得られている。

○今後も継続的に研究を進め、本予測技術のさらなる精度向上及び、高齢者や新
規就農者を含め多くの生産者へ迅速な普及を期待する。

○プレゼン方法について工夫が必要である。
　・研究開始時の先行事例や課題を明確にした上で、研究で得られた知見
　　によりその課題がどの程度解決されたかを示すことが必要
　・予測精度の明確化（予想値と実測値の表記方法　など）

様式９　　　　　　　　　事後評価報告書

令和 ５年７月２８日（金）

　令和２年度　～　令和４年度

評価項目

総理研研究

ICT・IoTを活用した農作物の生育と害虫発生の予測


